


























 

3 年間にわたった本研究において,初年度の昭和 55 年度に「母親の乳幼児との相互作用行

動が乳幼児の社会性及び知的発達に及ぼす効果についての研究」を行った。この研究で

は,272 名の 1 歳半児を対象にした知的発達検査と社会性発達のチェックリストを実施し,

さらに彼等の母親のパーソナリティと子供との相互作用のあり方について質問紙による面

接調査を行った。この研究では,(1)内向的で,受容的な母親は,子供に動作的働きかけを多

くし,子供と一緒の時に気分的落ち着きが得られると感じている。(2)母親の子供への働き

かけが,言葉よりも行動的に行われるほど,社会性の発達を促進する。(3)子供の知的発達に

は,母親が子供とともにいる時の気分の安定が,重大な影響をもたらす。以上 3点が主な結

果であった。これらの母親の子供への働きかけは,母親の行動様式と単純に結び付いたもの

というより,母親が妊娠後徐々に形成してきたであろう母性意識を介した力動的なもので

あることを予見した。そこで,昭和 56年度には「妊婦の母性意識の変容過程に関する研究」

として,妊娠から出産に至る女性の心理的変化過程が,彼女の母性意識形成及びその後の母

子相互作用のあり方に影響することを仮定し,初産婦群と経産婦群に対して,彼女達が体験

する種々の環境事象との相互作用の心理的過程の時間的変化について,質問紙調査を妊娠

初期,中期,後期,出産直後の 4期に縦断的に実施した。この研究結果の一部(妊娠 3期の結

果)については,昨年の班会議及び報告書において述べたが,今年度で出産直後期までの資

料が得られたので,その分析結果及び考察を報告し,続いて,本年度の研究課題である「母子

相互作用の行動的構造に関する研究」について報告する。 


